
奈
良
民
商
か
ら
は
浜
中
達
也
会
長

＝
製
菓
＝

（大
安
寺
支
部
）
、
霜
鳥

純

一
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
に
向
け
て
実
行
委
員
会
は
10
月

24

日
、
各
団
体
の
要
求
を
ま
と
め
た

「市
民
の
く
ら
し
と
医
療

・
福
祉

・

教
育
の
充
実
発
展
を
求
め
る
要
請
書
」

を
奈
良
市
に
提
出
。
懇
談
は
要
請
書

に
基
づ
き
各
団
体
の
代
表
が
重
点
要

求
を
絞

っ
て
発
言
し
、
回
答
を
求
め

ま
し
た
。
市
側
は
○
○
部
長
ら
幹
部

職
員
○
○
人
が
対
応
、
北
村
た
く
や

市
会
議
員
を
は
じ
め
日
本
共
産
党
市

議
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

霜
鳥
事
務
局
長
が
消
費
税
率
を
５

％
に
戻
す
こ
と
、
複
数
税
率
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
を
国

に
求
め
る
よ
う
要
望
し
た
の
に
対
し
、

市
側
は

「社
会
保
障
の
拡
充
に
不
可

欠
の
安
定
的
財
源
。
動
向
を
注
視
し

た
い
」
な
ど
と
回
答
。
ま
た
徴
税
強

化
や
社
会
保
障
削
減
が
目
的
で
国
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
廃
止
を
国
に
求

め
る
よ
う
要
望
し
た
の
に
対
し
、
市

側
は

「公
平

・
公
正
な
社
会
を

つ
く

る
た
め
に
必
要
な
基
盤
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

浜
中
会
長
が

「
２
０
１
１
年
、
１

２
年
実
施
さ
れ
、
１
０
０
０
万
円
の

予
算
に
約
２
億
８
０
０
０
万
円
、
28

倍
の
経
済
波
及
効
果
が
証
明
さ
れ
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
再
実

施
」
を
求
め
た
の
に
対
し
、
市
側
は

「当
初
よ
り
２
年
限
定
。
財
政
状
況

が
厳
し
い
た
め
再
実
施
は
難
し
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

奈
良
民
商
は
他
に
、
店
舗
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
助
成
制
度
の
創
設
、
中
小
企
業

・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
、

小
規
模
事
業
者
の
実
態
調
査
の
実
施
、

小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録
制
度

の
創
設
、
公
契
約
条
例
の
制
定
、
融

資
制
度
の
拡
充
、
市
税
の
滞
納

へ
の

納
税
緩
和
措
置
の
積
極
的
な
適
用
な

ど
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

浜
中
会
長
は

「中
小
業
者
の
支
援

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
、
市
政
の

熱
意
が
感
じ
ら
れ
ず
残
念
だ

っ
た
。

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
、
決
し
て
財
政
が
裕
福
で
は
な
い
。

引
き
続
き
、
粘
り
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第１５６号 奈良民商ニュース ２０１９年１２月２日

発行 奈良民主商工会

奈良市大森西町13-16

電話0742-33-7266

FAX 0742-34-5826

HP naramnsyo.jp

記帳会

【日 時】

１２月１８日（水）

１３：３０

【持ち物】

領収書・帳簿

筆記用具・電卓

絵手紙教室

【日 時】

１２月１７日（火）

１０：００

１１月作品

11
月
20
日
、

「軍
事
費
を
削

っ
て
く
ら
し
と
福
祉

・
教
育
の
充
実

を
」
国
民
大
運
動
奈
良
市
実
行
委
員
会
は
、
市
民
の
切
実
な
要
求
実

現
を
求
め
て
奈
良
市
と
懇
談
を
行
い
、
奈
良
民
商
を
は
じ
め
、
新
日

本
婦
人
の
会
、
年
金
者
組
合
、
生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
教
職
員
組

合
、
民
医
連
な
ど
か
ら
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

経済効果が実証された住宅リフォーム助成制度の再実施を求める浜中会長

参加される方は１０日（火）までに世話人・事務局までご連絡下さい。

参加無料（婦人部員以外500円）



こ
の
企
画
は
、
川
崎
支
部
長

の

「片
石
さ
ん
の
商
売
の
話
を
聞
き
た

い
」
の

一
言
に
、
片
石
副
支
部
長
が

快
く
応
え
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

午
前
中
、

『
月
刊
民
商
』
11
月
号

の
記
事

「消
費
税
と
の
新
た
な
た
た

か
い
」
を
読
み
合
わ
せ
、
増
税
で
複

雑
に
な

っ
た
消
費
税
に
つ
い
て
学
習
。

続
い
て
片
石
副
支
部
長
の
体
験
談
を

聞
き
ま
し
た
。

片
石
副
支
部
長
は

「会
員
同
士
だ

か
ら
恥
ず
か
し
い
こ
と
も
言
え
る
」

と
話
し
始
め
、
30
年
前
、
29
歳
で
脱

サ
ラ
し
て
古
着
店
を
開
業
、
当
初
は

順
調
だ
っ
た
商
売
も

「古
着
ブ
ー
ム
」

が
終
わ
る
と
十
数
年
で
行
き
詰
ま
り

多
く
の
借
金
を
背
負
う
こ
と
に
。
民

商
で
利
息
制
限
法
な
ど
を
学
ん
だ
こ

と
を
力
に
債
務
を
整
理
、
実
家
で
と

れ
た
野
菜
の
販
売
を
始
め
た
こ
と
を

き

っ
か
け
に
経
営
を
立
て
直
し
、
今

で
は
人
気
の
お
店
に
な

っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

川
崎
支
部
長
は

「苦
労
の
末
に
今

の
片
石
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
る
。
商
売

人
の
強
さ
を
感
じ
た
。
こ
ん
な
出
会

い
が
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
片
石
副
支
部
長
の

案
内
で
曽
爾
高
原
と
温
泉
“
お
亀
の

湯
”

へ
。
す
す
き
が
揺
れ
る
草
原
の

散
策
を
楽
し
み
、
露
天
風
呂
の
ト
ロ

ト
ロ
、
し
っ
と
り
の
お
湯
に
浸
か
り
、

お
肌
は
ツ
ル
ツ
ル
に
。
日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
ま
し
た
。
松
尾
支
部
長
は

「
い
い
お
天
気
と
お
風
呂
、
素
敵
な

一
日
を
過
ご
し
た
」
、
三
輪
副
支
部

長
は

「
こ
ん
な
楽
し
い
学
習
交
流
会

を
他
の
支
部
に
も
広
げ
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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12
月
の
予
定

11
月
23
日
、
済
美

・
済
美
南
支
部
は
役
員
学
習
交
流
会
を
宇
陀
市

菟
田
野
の
片
石
健
司
済
美
副
支
部
長
＝
野
菜

・
古
着
販
売
＝
の
自
宅

で
開
催
。
松
尾
恵
美
子
済
美
支
部
長
＝
印
刷
関
係
＝
、
片
石
副
支
部

長
、
川
崎
佳
世
済
美
南
支
部
長
＝
美
容
＝
、
三
輪
昭
三
済
美
南
副
支

部
長
＝
大
工
＝
、
坂
田
和
仁
事
務
局
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

すすきが揺れる曽爾高原で散策を楽しむ参加者たち。左から川崎さん、三輪さん、

片石さん、松尾さん。

奈良民商は毎月恒例の絵手紙教室を11月19日に開

催し、中村誠子さん＝電気工事＝（大安寺）、三浦

弘子さん＝電話工事＝（南）、松尾恵美子さん＝印

刷関係＝（済美）、竹田登志子さん＝電気工事＝

（大安寺）、中村順子さ

ん＝建築＝（東部）、飯

高文子さん＝自動車部品

＝（伏見南支部）が参加

し、落ち葉、ゆず、いち

じく、赤かぶら、オガタマなどを描きました。

日 時 催 事 内 容 場 所

12月２日（月）19：00 理事会 民商５階

12月17日（火）10：00 絵手紙 民商３階

12月17日（火）10：00 クリームシチューを作る会 民商５階

12月17日（火）13：30 婦人部世話人会 民商５階

12月18日（水）13：30 記帳会 民商５階

12月19日（木）18：30 共済定期総会・健康相談会 民商５階

12月23日（月）13：30 年末調整学習会 民商５階

12月27日（金） 奈良民商事務所仕事納め


